
障害者震災記憶風化防止展 
3.11 ソレカラ～障害者と福祉職員の 

『あの日』と『ソレカラ』～ 

県政広報展示室企画展 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県政広報展示室では，東日本大震災で被災した障害者や，福祉施設に勤める

職員の体験や当時を振り返った声をまとめたパネルを展示しています。 
 

■展示期間：令和元年 12月 2日（月）から令和 2年 1月 10日（金）まで 

■展示場所：県庁 18階「県政広報展示室」 

■展示時間：午前 9時 30分から午後 4時まで  ※土曜・日曜・祝日・年末年始休館 
 

宮城県障害福祉課 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～パネル展示にご参加いただいた皆さん～ 

織音（石巻市） 

かなん（石巻市） 

くじらのしっぽ（石巻市） 

山元町共同作業所（山元町） 

さくら学園（塩竃市） 

のぞみ福祉作業所（南三陸町） 

みどり工房若林（仙台市）         

ワークショップひまわり（気仙沼市） 

こぶし（仙台市） 

きらら女川（女川町）    

小山賢一さん 

松田千絵さん 

立身憲一さん 

内海直子さん 

 

平成２３年３月１１日、私たちは突然大きな悲しみと痛みを抱えることになりました。 

そして「あの日」私たちのそばには障害者・福祉職員たちがいました。 

あれから８年。 

これまでの歩みや思いを取材し、パネルにまとめて展示します。 

災害弱者といわれる方々の存在や、彼らの被災体験を知っていただくことで 

震災の記憶風化を防ぐきっかけになることを願っています。 
 

【展示に関するお問合せ】 
特定非営利活動法人みやぎセルプ協働受注センター 
TEL （022）399-6299 
Mail info@miyagi-selp.org 
HP    https://www.miyagi-selp.org/311sorekara/ 

 


